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部品の破損や動作不良が許されない航空宇宙の過酷な運用環境において、Everflon™工業用フッ素樹脂コーティング（PT

FE、FEP、PFA、ETFE）は、極低温から超高温までの耐熱安定性、超低摩擦ドライフィルム潤滑性、高絶縁性、完全な耐

薬品性バリアを提供し、航空宇宙機全ライフサイクルの安全運用を支えます。

1. 航空宇宙分野における材料要求と世界サプライチェーン動向

世界の航空宇宙・防衛産業市場は約1,500社で構成され、年間総支出額は1,250億米ドルを超えています。本市場は寡占度が高

く、ボーイング（Boeing）、ノースロップ・グラマン（Northrop Grumman）、ロッキード・マーティン（Lockheed Martin）

、エアバス（Airbus）を含む上位20社が総売上高の約90％を占めています。これらを支える認証Tier-1およびTier-2サプライヤ

ーネットワークは、米国国防総省（DoD）や民間航空当局が定める多年期契約の下で、厳格な材料選定と生産トレーサビリティ

を実施しています。

航空機や宇宙輸送システムは、液体推進剤の極低温（-250℃）からエンジン排気・再熱領域（連続+260℃）に至る過酷な温度

変化に晒されます。同時に、難燃性リン酸エステル系作動油（Skydrol®）、高高度の結露水、塩害腐食、宇宙空間での高真空ア

ウトガスに直面します。従来の炭化水素系潤滑グリースは揮発、凍結、熱分解を起こすため、強固に結合したフッ素樹脂固体被

膜コーティングが設計のデファクトスタンダードとなっています。

軍用規格適合性と認証基準：航空宇宙部品は、MIL-SPEC、FAA/EASA耐空証明基準、およびAS9100航空宇宙品質マネジメントシステ

ムに準拠する必要があります。Everflon™コーティングは、高いロット間均一性、高純度樹脂組成、および異種金属合金への優れた密着

性を確保し、民間航空機および防衛打上げシステムの要求仕様を満たします。

2. Everflon™フッ素樹脂コーティングの主要材料特性

超低動摩擦係数：
動摩擦係数0.05までのドライフィルム自己潤滑を実現。無潤滑摺動
部のかじり（ギャリング）、フレッティング摩耗、スティックスリッ
プを防止。

広範なメートル法使用可能温度域：
-250℃の極低温から連続+260℃まで延性と物性を維持。超音速遷移
時の急激な熱衝撃にも耐性を発揮。

完全な耐薬品性バリア：
合成タービン油、Skydrol®作動油、航空燃料（Jet-A/JP-8）、グリ
コール系除氷液に対して完全な不活性を保持。

誘電絶縁と異種金属接触腐食防止：
高い絶縁破壊電圧と疎水・疎油性の低い表面張力により、異種航空用
合金間の電食（ガルバニック腐食）を遮断。

3. Everflon™ 航空宇宙向け樹脂マトリックス選定ガイド

樹脂シリーズ 最高連続使用温度
摩擦係数

(µ)
主要機能特性 対象サブシステムおよび用途

Everflon™ PTFE 260 ℃
0.05 ‒
0.10

最低摩擦係数、乾式自己潤滑性
ファスナ、ヒンジピン、操舵ロッドベア
リング、摺動機構

Everflon™ FEP 205 ℃
0.08 ‒
0.15

ピンホールフリー溶融遮断層、高離型
性

固体ロケットコア型、CFRP複合材成形型
、燃料タンクライナ

Everflon™ PFA 260 ℃
0.10 ‒
0.20

最高度の耐透過性、耐屈曲疲労寿命
APU抽気ダクト、高温排気系、薬液移送
バルブ、センサ

Everflon™ ETFE 155 ℃
0.25 ‒
0.35

最高レベルの機械的靭性、耐衝撃摩耗
性

着陸装置油圧配管保護、耐飛石デフレク
タ、構造固定部品
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4. 航空機・宇宙機における重要用途展開

• エンジンおよび排気ダクト構成部品：ターボファンバイパス流路やAPU排気管は、高温気流と研磨粒子に晒されます。Ever

flon™

PFA/PTFE耐熱コーティングは煤（スス）の堆積を防止し、母材のチタンおよびニッケル超合金を高温酸化から保護します。

• 燃料供給系および高圧燃料ろ過部品：高度12,000 m以上の極低温飛行下でも、燃料配管の安定流動が求められます。Ever

flon™を施工したフィルタハウジングやバルブボディは、燃料ガム質や氷晶の付着を防ぎ、スムーズな層流を確保します。

•

固体ロケット推進薬コア成形マンドレル：ロケットブースタの推進薬グレインは複雑な断面形状で鋳造されます。Everflon™ 

PTFE/FEP離型コーティングは高精度な離型性を発揮し、脱型時の表面欠陥やボイド発生を防ぎ、正確な推力プロファイルを

保証します。

• 機体構造用ファスナおよび電食防止：アルミ製胴体とチタン/ステンレス製締結具の接触は電食の原因となります。Everflo

n™薄膜PTFEコーティングは誘電絶縁層を形成して異種金属腐食を遮断し、ロボット自動組立時の締結トルク係数を安定化さ

せます。

• 旅客機キャビン内真空式衛生設備：エアラインにおいて地上整備時間の短縮は直接の採算向上に繋がります。真空トイレ便

器および配管に施工されたEverflon™非粘着コーティングは、尿石スケールやバイオフィルムの固着を防ぎ、洗浄剤使用量を

削減します。

• 宇宙ペイロードおよび極低温バルブ：宇宙高真空環境下では通常グリースが揮発し光学センサを汚染します。固体潤滑Ever

flon™被膜はASTM

E595アウトガス基準を満たし、液体酸素（LOX）や液体水素配管バルブのメンテナンスフリー動作を実現します。

5. 品質認証基準および技術FAQ

Everflon™粉体塗料および水性分散液は、ISO-9001:2015認証管理下で製造されています。宇宙環境試験ASTM

E595低アウトガス基準（全質量損失TML < 1.0％、揮発性凝縮物質CVCM <

0.1％）に適合し、RoHS指令およびREACH規則に完全準拠しています。

Q: Everflon™は航空用軽合金に直接密着施工できますか？

A: はい。専用プライマーシステムにより、アルミニウム合金（2024/7075）、チタン合金（Ti-6Al-4V）、インコネル超合金、

不働態化ステンレス鋼に対して強力な分子密着層を形成します。

Q: なぜ高空非与圧コンパートメントではグリースよりフッ素樹脂乾式被膜が選ばれるのですか？

A: 一般グリースは-50℃以下で凝固し、低圧下で油分が揮発します。Everflon™

PTFE固形被膜は-250℃～+260℃まで強固に密着し、飛散やアウトガスによる電子・光学系への汚染が一切ありません。
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